
市内高等学校在り方検討会での意見（中間報告）

1 �自分に合った進学・就職先が選択でき、進学をめざ
した勉強や希望する仕事に就くための専門的な知識
や技術を学ぶことができる

2 �希望する部活動が充実し、選択できる
3 明るく、楽しい雰囲気がある
4 �学校行事、制服、修学旅行先、他校との交流なども
魅力

１ 子どもたちから見て選択される高校は ２ 地域から見た望ましい高校は

1 �地域資源を活用して、地域文化の継承や地
域と連携した取り組みを行い、地域を支え
る人材を育成している

2 �生徒に活気や元気さがあり、あいさつ等の
マナーが良い

3 勉強やスポーツ、部活などで活躍している
4 地域の活気の源である

３ 望ましい適正な高校数は

1 �現状の３校を維持することが理想的であるが、定員割れの状況や将来の子どもの状況、兵庫県教育委員会
の高校教育改革方針からみて維持することは難しく、現実的ではない

2 �統合を考えると、篠山鳳鳴高校と「篠山産業高校＋篠山東雲高校」、「篠山鳳鳴高校＋篠山産業高校」と篠山
東雲高校の２校といった方法が考えられるが、２校にしたとしても、その何年か後には、今回と同様の問
題が生じることが目に見えている

3 �将来を見据えて３校の特色は残しつつ、３校を統合して新たな総合学校（県立高校）を設置し、いろいろな
ことが学べ、勉強・部活・ボランティア・地域活動もでき、活気があり、魅力ある学校をめざしていくべ
きである（多数意見）

4 �以上に対し、同窓会は高校の発展を願い活動している。母校愛は強く、３校とも残していくべきであると
の強い意見もある

～市内３高校の在り方について考えよう～

「３高校の未来を考える会」を
開催します

県立高等学校教育改革第三次実施計画 （抜粋）
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　２月６日（火）から23日
（金）まで市内の５地域で、
考える会を開催します。
　「市内高等学校在り方検討
会」の設置の経緯や検討会で
の意見を丁寧に説明し、皆
さんのご意見をお聞きしま
す。どうぞ、気軽にお越し
ください。
問い合わせ　

総務課☎552-5111

日　時 地　区 会　場
２月� 6日（火）
19時～ 西紀地区 西紀老人福祉センター・健康教育ホール

２月� 8日（木）
19時～ 丹南地区 丹南健康福祉センター・研修室

２月14日（水）
19時～ 今田地区 今田まちづくりセンター・集会室

２月16日（金）
19時～ 城東・多紀地区 城東公民館・第一研修室

２月23日（金・祝）
13時～ 篠山地区 丹波篠山市民センター・催事場①②

　特色を有する高等学校が３つ存在することは丹波篠山市の大きな財産です。しかし、市内の中学生
が市外の高校への進学を希望する割合が増加し、市内３高校への進学率も減少しています。そこで、
市では、市内３高校の今後の在り方を考える「市内高等学校在り方検討会」を設置し、協議を重ねてき
ました。今回は、市内高校に係る取り組みや在り方検討会の設置に至った経緯、検討会での意見など
について、市民の皆さんにお知らせするとともに、共に考えていきたいと思います。

問い合わせ　総務課☎552-5111

「３高校の未来を考える会」開催日程

　兵庫県内125の全日制県立高
校のうち、28校を統合して13
校に再編します。
　2028年度は12校を６校に再
編予定で、対象校はその３年前
に公表されます。

　・阪神地域　＝２校➡１校
　・丹有地域　＝４校➡２校
　・東播磨地域＝２校➡１校
　・中播磨地域＝２校➡１校
　・西播磨地域＝２校➡１校

県立高等学校（全日制）の望ましい規模と配置

【基本的な方向性】
　少子化にあっても、多様で活力ある教育活動を維持するために、
　・普通科・総合学科で１学年６～８学級
　・職業学科の単独校で１学年３学級以上
の望ましい規模となるよう、原則、発展的統合によりその規模を
確保し、配置を検討する。
　一方、発展的統合を行わず、現行の規模等を維持する学校の中で、
１学年１学級となった学校においては、入学者が生徒定員の２分
の１（20人）に満たない状況が２年続き、その後も生徒数の増加が
見込めない場合は、原則として募集を停止する。

丹波篠山  Hyogo11 丹波篠山  2024.2 10

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特
集

Ｈ
Ｏ
Ｔ
と
ー
く

市
政
レ
ー
ダ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

は
ぐ
く
み

施
設
情
報
・
相
談

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
の
話
題

街
か
ど
リ
ポ
ー
ト



2
13

4

丹波篠山市�
多文化共生推進基本方針（案）� 問い合わせ　地域振興課☎552-5112

丹波篠山市�
地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（案）� 問い合わせ　農村環境課☎552-5013

　国籍や民族、生活習慣などの互いの文化や背景を尊重し、とも
に支え合い、誰もが安心して住みやすい多様性が生かされた、豊
かで活力ある多文化共生社会の実現をめざすため、基本方針を策
定します。

パブリックコメント制度とは、市が重要な政策や計画を定めようと
している場合に、あらかじめ公表して、広く市民の皆さんから意見
を募集し、それらを考慮した上で最終的な意思決定を行う制度です。

　市は、令和４年に気候の危機的な状況を市民や事業者と共有し、
ともに気候変動対策に取り組むため、市議会とともに「気候非常事
態宣言」を表明しました。
　本計画は、市全体の温室効果ガスの排出抑制などを推進するた
めの総合的な計画です。削減目標を設定し、目標達成に向けた取
り組み方針と重点的な取り組みを示して「2050年ゼロカーボン」の
実現に向けたロードマップとします。

保健福祉に係る各種計画（案）
　保健福祉に係る各種計画の計画期間が終了するため、次
期計画の策定を行います。各計画の概要は次のとおりです。
問い合わせ　長寿福祉課☎552-5346、社会福祉課☎552-7102

Public Commentパブリックコメント募集

・�市内在住、在勤、在学、または活動や
事業を営む方
・市に対して納税義務のある方
・各計画などに利害関係のある方

・本庁（各担当課）
・各支所
・市ホームページ

提出できる方 閲覧場所 意見の公表項目

丹波篠山市地域公共交通計画（案）
問い合わせ　創造都市課☎552-5106

　全国的に人口減少・高齢化が進行しており、公共交通の利用者減少や、
ドライバーの確保などが課題となっている一方で、高齢者などの通院や
買い物の手段として公共交通が求められています。
　そこで、従来の鉄道やバス、タクシー、自家用有償旅客運送といった
既存の公共交通サービスを活用した上で、必要に応じてその他の多様な
輸送資源を活用して、利用しやすく、持続可能な公共交通サービスのあ
り方を検討し、本計画として策定します。

・提出意見の概要
・�提出意見への回答（ただし、意見に
対する個別の回答は行いません）
・計画などを修正した場合の修正内容

※提出された意見の原稿などは返却しませんのでご了承ください。

第４期地域福祉計画�（長寿福祉課）
計画期間　令和６～ 10年度
　社会福祉法第107条の規定に基づく市町村地域福祉計画として策定するものです。また、成年後見制度利
用促進基本計画、重層的支援体制整備事業実施計画を包含して策定します。

高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画�（長寿福祉課）

　介護保険法および老人福祉法に基づき策定するもので、介護サービスや施設整備、高齢者に係る各種施策
を計画するものです。

計画期間　令和６～８年度

障がい者基本計画・第７期障がい福祉計画・�
第３期障がい児福祉計画�（社会福祉課）
計画期間　令和６～ 11年度
　障害者基本法に基づく「障がい者基本計画」と障害者総合支援法および児童福祉法に基づく「障がい福祉計
画」および「障がい児福祉計画」を策定するもので、障がい福祉施策の基本的な方針、障がい福祉サービスの
実施に関して計画します。

メール　�chojufuku_div@city.sasayama.hyogo.jp
ＦＡＸ　079-554-2332
郵　送　�〒669-2397
　　　　丹波篠山市北新町41�長寿福祉課あて

提出方法
任意の様式に意見、住所、氏名を記入の上、
右記に提出、または長寿福祉課・社会福祉課
まで持参

メール　�siminkyodo_div@city.sasayama.hyogo.jp
ＦＡＸ　079-554-2332
郵　送　�〒669-2397　丹波篠山市北新町41�地域振興課あて

メール　�kankyo_div@city.sasayama.hyogo.jp
ＦＡＸ　079-552-0619
郵　送　�〒669-2397　丹波篠山市北新町41�農村環境課あて

メール　�sozotoshi_div@city.sasayama.hyogo.jp
ＦＡＸ　079-556-5665
郵　送　�〒669-2397　丹波篠山市北新町41�

丹波篠山市公共交通会議事務局 創造都市課あて

提出方法
任意の様式に意見、住所、氏名を記入の
上、右記に提出、または担当課まで持参

提出方法
任意の様式に意見、住所、氏名を記入の
上、右記に提出、または担当課まで持参

提出方法
任意の様式に意見、住所、氏名を記入の
上、右記に提出、または担当課まで持参

２月１日（木）～３月１日（金）
募集期間

１月22日（月）～２月21日（水）
募集期間

１月22日（月）～２月21日（水）
募集期間

１月22日（月）～２月21日（水）
募集期間
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